Teaching Reading in an English Immersion School

英語イマージョンにおけるリーディングの指導法　

加藤学園１～３年

加藤学園暁秀初等学校　パット　コーシー-

言語は人と関わりを持ちながら、ごく自然な環境で習得されます。第二言語の有意義な読み書きの能力は「統合的アプローチ」よって発達していくといえます。読み書きは話したり、聞いたりする活動を通して習得されます。子どもは教科の内容と言語を同時に学びます。

1
子どもは読むことを通して読むことを学ぶ

2
読書好きになることは大変重要である

3
読み書きと子どもたちの知識や経験に関連付けさせる

4 読書教材は子どもになじみがあり、意義のあるものでならなくてはならない

1.　読む

1.1 毎日行うこと

子どもと読む

子どもに読み聞かせる

子どもが読む

1.2 私たちがやるべき事として、

子どもを本の言葉に触れさせること

本を読むことへの興味を持たせる

好奇心を育て想像力を刺激する

子どもたちが文字に囲まれるような環境にする

子どもたちの興味をそそるような環境作りをする

子どもの作品を展示する

ライティングの場所を教室の一角に設けたくさん書く機会を与える

動作と言葉を一致させる—歌、詩、指遊び、チャンツなど

1.3 Shared　Reading　（教師と子どもが拡大された文字（本、歌、詩）などをいっしょに読む）
Shared　Readingは子どもが、クラス一緒に安心できる雰囲気の中で楽しく読ことを最大の目標としています。

これは子どもが自分で読むことができるようになるための基礎作りとなります。

第二言語学習者に本を読む上での基礎的な知識を教え、うまく読むことができるように支援します。ここではうまく読めることがとても重要になります。もし、読むことができれば、もっと読みたいと気持ちになり、

語彙力も豊かになり広がります。

教材は子どもに予測ができるもの、そして、わかりやすい挿絵がついたリズミカルなパターンがあるものがいいでしょう。そうすることで、子どもたちの頭に残り、また何回も何回も読みたいと思います。

本の例には以下がある。（本の例としては：）
Mrs Wishy Washy

Hungry Giant

Hairy Bear

The Meanies 

Who will be my mother?

Brown Bear Brown Bear

この一緒に読む活動は以下のことにつながっていく:

言葉の理解や認識

お話の予測

お話の展開や順番

話の再話

文章の書き換え

劇化

活字に関する概念の理解を育てる—著者、題名が本のどこにかかれているか,　句


読点をどこで打つか

基本的な単語の知識の幅が広がる

言外の意味をくみとる

1.4 基本的な単語—フラッシュカード、ゲーム、歌や、教室に展示されている単語を読むことによって単語の知識を広げていく。

1.5 アルファベット—フォニックス—書き方

ジョリー　フォニックス---アルファベットはスペリングができるようになったり、また文字を組み合わせたり、また単語を細かく分けたりすることができるように文字の音と動作に合わせて教える。単語のはじめの音、終わりの音、真ん中に使われている音を聞き取ることができるようになり、難しい言葉にも挑戦するようになる。

1.6 Guided　Reading

-イラストを見ながら、新しい単語を子どもに紹介していく

-話しあい、予想をたて、疑問に思うことなどを考える

-子ども達はお話を読む

-読書のストラティジ-の手本をみせる

-バディリーディング（ペアになって読む）

Scott Foresmanのシリーズ：

Grade One –

Unit 1.1   Good Times We Share. 

          


Unit 1.2   Take a Closer Look.

            


Unit 1.3   Let’s Learn Together.

Grade Two – 

Unit 1.3   Let’s Learn Together (Reviewed).

            


Unit 1.4   Favorite Things Old and New.

           


Unit 1.5   Take Me There.

Grade Three –

Unit 2     New Beginnings.
Small books from  Rigby Series, Price Milburn, Sunshine Books, Shortland Publications, Story Box  Books.
（Rigby Series, Price Milburn, Sunshine Books, Shortland Publications, Story Box  　Booksから出版されているスモールブックス）

1 Independent　Reading（一人で読書をする）教師が本の箱を用意し子ども一人ひとりのレベルに合わせたものを選ぶ。そして一人で読めるように設定する

1　 Reading　Log　子どもはその本箱から本を選ぶ。選んだ本はバディと読ん
   だり、家で読んだりする
   詩の本--　言葉のリズムを楽しんだり、暗記したり、言葉の知識を増やしたり、 

   また楽しみとして行う。

2　書く

2.1 スペリング—単語の認識をまず始めに教える

-スペリングは1年生の段階では2学期から始める

-2、3年生は一週間に10個の単語を習得する

-子ども達はまず単語を見て、隠して、そして、書く。

（小学校１−６年ででてくる語彙の中で、使用頻度の最も高い1000語を本校のスペリングプログラムの中に含むようにしています。また、最も普遍性の高いスペリングのパターンを教えるようにしています。）

2.2 ライティング

· 書くことが好きになるようにする

· 動機付けがかぎとなる

· 何かを書くことを通して書くことを学ぶ

· 子ども達は話す読む書く環境にどっぷり浸る

2.3 毎日行うこと

子どものために書く

子どもと書く

子どもが書く

教師がお手本を示すー教師が自分自身のお話を書く

子どもがまず口頭で自分の経験を話す

次に子どもがその話したことを書く—書く目的につながる

お友だちにそのお話を話す（読む）

先生にそのお話を話す（読む）

クラスのみんなにそのお話を話す（読む）

ジョリーフォニックスを使って、文字と音の知識をライティングに活かす。

2.4 書くときのプロセス

計画

チェックリスト

編集

清書

2.5 子ども達は試してみるようになる

· 単語のなかに使われている音を聞き取る

· できることに焦点をあてる（努力をしているのであって、間違えとはみなさないこと）

· カンファレンスをもうけ、目標を定める

· アルファベットカードや単語リストを使うことや、教室に掲示されている単語を利用するように指導する

· 辞書

· 子ども同士で協力して学んでいくことを教える

3 評価

単語認識テスト

リーディング理解（読解力）

ボキャブラリーテスト

スペリング
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